






重点を置くべき施策４:環境整備�
n  個⼈人情報など，パーソナルデータに関連課題が上位に位置 
n  おおむね技術実現と同様の傾向 

スコア：回答者の割合（％）で表⽰示�

⽂文部科学省省科学技術・学術政策研究所  第10回科学技術予測調査（サービス化社会分野  速報第１版）�

社会実装�
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直近課題�

⽂文部科学省省科学技術・学術政策研究所  第10回科学技術予測調査（サービス化社会分野  速報第１版）� 45�

n  多くの課題が2020年年に集中�
u センシング，アナリティクス系はとくに�
2020年年以前課題も数件存在�

技術実現        �
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⻑⾧長期課題�
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n  基本的には技術実現に類似する傾向�
u センシング，アナリティクス系は早期に社会実装もされるとの⾒見見込み�
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課題ごと実現年年（中央値）の分布�

⽂文部科学省省科学技術・学術政策研究所  第10回科学技術予測調査（サービス化社会分野  速報第１版）�

n  基本的に，⽐比較的短期に実現できるとの⾒見見込み�
u  過去の調査では専⾨門性に⽐比例例して実現年年が遠くなる傾向�
u  サービス化社会分野のProper研究者がほとんど存在しないことが影響した可能性�
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課題ごと実現年年（中央値）の分布：別図�

⽂文部科学省省科学技術・学術政策研究所  第10回科学技術予測調査（サービス化社会分野  速報第１版）�

n 技術実現�

u 2020年年：センシング系技術が実現�

u 2021年年：アナリティクス技術が実現�

u 2022年年：ロボット，PSS技術が実現�

u 2024年年：サービス理理論論も整いはじめる�

n 社会実装�

u 2024年年：アナリティクスが活⽤用される�

u 2026年年：ロボットが普及しはじめる�

u 2028年年：PSSが浸透する�

u 2030年年：サービス理理論論や⼈人⽂文基礎研究
の成果が認知・活⽤用されはじめる�

50�



全体実施概要

• 将来に実現が期待される科学技術（「課題」と呼ぶ）の研究開発特性等に関する専門家アンケートを実施。

– 展望期間
• 2050年まで。ただし、2020年、2030年、2050年がターゲットイヤー。

– 対象分野
• ①ICT・アナリティクス、②健康・医療・生命科学、③農林水産・食品・バイオテクノロジー、

④宇宙・海洋・地球・科学基盤、⑤環境・資源・エネルギー、⑥マテリアル・デバイス・プロセス、
⑦社会基盤、⑧サービス化社会

– 科学技術課題
• 分野別委員会にて細目及び課題を検討、計932課題を設定

– アンケート実施

• 期間： 2014年9月1日～9月30日
• 方法： webアンケート

– 科学技術・学術政策研究所の持つ専門家ネットワークの専門調査員（約2000名）
及び関連学協会会員に協力を依頼

• 回答状況： 登録5237名、うち4309名が回答

– 所属： 大学等 49.1%、企業・その他 36.4%、公的機関 14.5%
– 年代： ～30代 30%、40代 26%、50代 22%、60代～ 12%、不明 11%

(参考)

文部科学省科学技術・学術政策研究所 第10回科学技術予測調査（速報第一版）



質問項目

項目 定義 選択肢

重要度 科学技術と社会の両面からみた総合的な重要度 非常に高い／高い／低い／非
常に低い、から一つ選択

＊選択肢を数値化し、スコアを
算出（非常に高い：4点、高い：3
点、低い：2点、非常に低い：1
点）

不確実性 研究開発において確率的要素が多く、失敗の許容・複数手法の検討が必要で
あること

非連続性 研究開発の成果が現在の延長ではなく、市場破壊的・革新的であること

倫理性 研究開発において倫理性の考慮、社会受容の考慮が必要であること

国際競争力 日本が外国に比べて国際競争力を有すること

項目 定義 選択肢

技術実現 技術的な実現予測時期（日本を含む世界のどこかでの実現）。

所期の性能を得るなど技術的な環境が整う時期（例えば、研究室段階で技術
開発の見通しがつく時期）。基礎的な課題であれば、原理、現象が科学的に
明らかにされる時期

実現済／実現する／実現しな
い／わからない、から一つ選択

「実現する」を選択した場合、実
現年として、2015～2050年の
間のある年を回答

社会実装 日本社会での適用、あるいは日本が主体となって行う国際社会での適用時期。

実現された技術が製品やサービスなどとして利用可能な時期（または普及の
時期）。科学技術以外の課題であれば、制度が確立する、倫理規範が確立す
る、価値観が形成される、社会的合意が形成されるなどの時期。

［研究開発特性］

［実現予測時期］

［重点施策］

項目 選択肢

技術実現のため最も重点を置くべき施策 人材戦略／資源配分／内外の連携・協力／環境整備／そ
の他、から一つ選択

社会実装のため最も重点を置くべき施策

(参考)

文部科学省科学技術・学術政策研究所 第10回科学技術予測調査（速報第一版）


